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次   第 
 

１．開 会 

 

２．会長挨拶 

 

３．議長選出 

 

４．役員会成立報告 
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第１号議案 ２０２６年度 事業計画案について・・・・・・・・・・１ 

第２号議案 ２０２６年度 事業予算案について・・・・・・・・・・３ 

 

７．確認事項 

（１）長野県老人保健施設協議会法人化準備金積み立てについて・・・４ 

（２）２０２６年度長野県老人保健施設協議会役員理事について・・・５ 

 

８．連絡事項 

（１）令和６年度 第１回臨時社員総会から連絡・・・・・・・・・・７ 

（２）「ご当地ＲＯＫＥＮ」長野県版利用推進のお願い・・・・・・１１ 

（３）事務局移転時期について・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

１０．閉 会
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第 1号議案 

２０２６年度 長野県老人保健施設協議会 事業計画案について 

 

１．会 議 

 （１）通常総会  

年２回 ２０２６年７月 ２０２７年３月 

 

 （２）役員会 

  年２回 ２０２６年７月 ２０２７年３月 

 

 （３）関東甲信越ブロック代表者会議（支部長・事務局長）  

年１～２回 

 

 （４）臨時役員会 ※必要に応じて 

 

２．教育事業 

 （１）職員全体研修会（集合形式または Webセミナー形式も含む） 

    年２回 ２０２６年７～９月 ２０２７年１～３月 

 

 （２）専門部会事業（オンライン・Web形式を活用した運営に対応） 

 部会名 活動計画 

１．看護・介護部会 部会全体研修会の開催 

役員会の開催、各支部内研修会の開催 

集合形式での研修会開催（各地区ブロックにて） 

２．食事サービス部会 部会全体研修会の開催 

役員会の開催、各ブロック内研修会の開催 

集合形式での研修会開催（各地区ブロックにて） 

３．リハビリ部会 リハビリ部会研修会の開催 

加算取得にむけたアンケート調査の実施 

集合形式での研修会開催（各地区ブロックにて） 

リハビリに関連する加算取得に係る研修会の開催 

４．支援相談員部会 代表者会議の開催 

集合形式での研修会開催（各地区ブロックにて） 

各種加算算定に係る研修会の開催 

５．事務部会 事務部会研修会の開催 

施設運営に関連した研修会の開催 
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３．宣伝広告 

 （１）「医療タイムス」への掲載広告 

 

４．情報収集 

 （１）行政機関との連携、各種団体との協議・会議等への参加 

 （２）長野県ＳＡＦＥ協議会への参加 

 

５．長野県への協力 

 （１）各種表彰関係に係る推薦 

 （２）長野県介護現場革新会議における周知 
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第２号議案 
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確認事項（１） 

長野県老人保健施設協議会法人化準備金積み立て 

 

 第１０回記念全国老人保健施設長野大会の開催に際して、「大会準備金」に充当

し、その残金を「長野県老人保健施設協議会法人化準備金積み立て」として各施設

より出資して頂くことを、平成１０年２月３日の正副会長会、平成１０年３月２６

日の理事会、総会で承認を受け実施した。 

 その額は、施設割りとして１施設一律月額１万円、ベッド割１床当たり月額１０

０円の合計額を、１８ヵ月間の合計額を分割或いは一括で拠出した。 

 

  １．拠出期間： 平成１０年４月～平成１１年９月の１８ヵ月間 

  ２．拠出施設： 平成１０年８月までに開設した５９施設 

  ３．振込先：  八十二銀行臼田支店 

口座名「第１０回全国老人保健施設大会」 

  ４．現在残高： 金１２，２５６,８３２円（２０２６年３月１日現在） 
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確認事項（２） 

長野県老人保健施設協議会 役員名簿 

 

（任期：２０２６年４月１日～２０２８年３月３１日） 

役   職 氏   名 施  設  名 

会 長（南信） 

全老健 

長野県支部長 

西村 太一 みぶの里 

副会長（北信） 山田 康裕 
朝日ホーム 

おんせんリハビリテーションセンター 

副会長（東信） 藤牧 元 シルバーポートつかばら  

副会長（南信） 

全老健 理事 
井口 光世 白寿荘 

副会長（中信） 三澤 保雄 有明苑 

理 事（北信） 

全老健予備代議員 
清水 剛 コスモスあがたまち 

理 事（東信） 太田 篤子 ハーモニック東部 

理 事（南信） 

全老健 常務理事 
瀬口 里美 円会センテナリアン 

理 事（中信） 

全老健予備代議員 
横内 定明 つかまの里 

監 事（南信） 赤羽 和夫 プラムの里 

顧 問 

監 事（中信） 

全老健代議員 

上條 節子 
ローズガーデン 

（第２代 長野県老人保健施設協議会会長） 

顧 問 

全老健代議員 
清水 健 

コスモス長野 

（第３代 長野県老人保健施設協議会会長） 

※全国老人保健施設協会 長野県支部（支部長、代議員、予備代議員）併せて表記 
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※役職変更（会長から顧問） 

清水 健  会 長（北信）（コスモス長野） 

 

※就 任 

西村 太一 理 事（南信）（みぶの里） 次期会長へ就任 

藤牧 元  理 事（東信）（シルバーポートつかばら） 次期副会長へ就任 

太田 篤子 理 事（東信）（ハーモニック東部） 理事に就任（新任） 

赤羽 和夫 監 事（南信）（プラムの里）    監事に就任（新任） 

 

※退 任（２０２５年度をもって役員を退任） 

高橋 勝貞  副会長（東信）（佐久総合病院老人保健施設） 

桑原 十南雄 監 事（北信）（星のさと） 
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連絡事項（１） 

令和７年度 第 1回臨時社員総会から 

 

２０２６年３月１３日 全国老人保健施設協会 第１回臨時社員総会が開催。 

 

事業計画より 

【総則】 

・２０４０年に向けて、我が国は人口減少と高齢化が同時に進行し、生産年齢人口

の減少とともに、医療と介護の複合的ニーズを有する高齢者が増加することが見込

まれている。このような社会構造の変化の中にあって、老健施設は、在宅支援・在

宅復帰を基本としつつ、医療的ケア、リハビリテーション、看取りを含む切れ目の

ない支援を提供する地域包括ケアシステムの中で、引き続き重要な役割を担ってい

くことが期待されている。 

・令和８年度に実施される臨時介護報酬改定については、その影響を丁寧に把握・

検証するとともに、令和９年度介護報酬改定に向けて、今後の老健施設に求められ

る機能や役割が制度上適切に評価されるよう、実態に基づく調査・分析を通じて検

討を深めていく。また、物価高騰や賃上げへの対応など、老健施設の経営に大きな

影響を及ぼしている課題については、関係団体とも連携し、必要な対応について検

討を行う。 

・人材確保・育成及び離職防止は喫緊の課題であることから、職場環境の改善をは

じめ、デジタル技術を活用した業務の効率化、生産性向上を図るため、ＤＸの推進

に資する研修事業を実施していくとともに、ＩＣＴ棟を利用した広報活動を積極的

に展開していく。 

・近年、相次ぐ大規模自然災害について、全老健災害相互支援プロジェクトＤＭＳ

Ｐ（Disaster Mutual Support Project for ROKEN）の整備や周知を進め、災害への

備えを強化。 

・会員管理基幹システムを運用することにより、会員施設、各支部の事務手続きの

効率化等を進める。 
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①「第３７回全国介護老人保健施設大会 栃木」 ※添付資料②を参照 

令和８年１０月２２日（木）から２３日（金）に開催。 

大会会長 高木 邦格（栃木県支部長） 

大会テーマ  「見んべ、聞いてみっぺ、言ってみるべ」 

～三猿ではいられない今こそ老健の善を知り心を語り未来を拓こう～ 

発表演題数  ８５０演題（予定） 

参加予定人員 ３，３５０名（予定） 

後援予定   厚生労働省、栃木県、宇都宮市、公益社団法人日本医師会、社会福

祉法人全国社会福祉協議会 等 

 

②教育事業 

・開催方法については、Web 形式により開催するが、集合研修等の実施についても

検討する。 

・職員基礎研修事業、実地研修事業、管理者研修事業、中堅職員研修事業、リハビ

リテーション研修事業、管理医師総合診療研修事業、認知症ケア研修事業、看護職

員研修事業、看取り研修事業、老健施設経営セミナー事業、新規加入施設研修事業、

リカレント教育事業、老健施設向けＤＸ推進リーダー育成講座等 

③認定資格制度事業について 

 ※老健施設のサービスの質の向上を図るための各種認定資格制度事業 

Ⅰ・「管理医師総合診療研修事業」 

 「所定疾患施設療養費Ⅱ」と「かかりつけ医連携薬剤調整加算Ⅱ・Ⅲ」の算定要

件の基準を満たす研修（医師対象） 

Ⅱ・「認知症ケア研修事業」 

 「認知症短期集中リハビリテーション実施加算」算定要件ならび「認知症患者リ

ハビリテーション科」の施設基準となる、認知症に対するリハビリテーション

に関する専門的な研修（医師対象） 
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Ⅲ・「リスクマネジャー資格認定事業」 

  リスクマネジャーの養成講座、模擬試験、試験、資格更新等の実施事業 

その他の研修事業については、今後企画・検討を行うと発表された。 

 

 

④広報出版事業 

・機関誌「老健」出版事業（年１２回定期刊行） 

・ＩＣＴを利用した広報活動 

（スマートフォン・タブレット利用者向けの情報発信の強化。その他、ホームペー

ジ、メールマガジン、ＬＩＮＥ公式アカウント、Ｆａｃｅｂｏｏｋを利用し、各種

最新情報を迅速に提供する。 

・「介護白書」の出版（年１回）（会員施設、関係団体（マスコミ・リハビリ専門

学校等に送付。） 

 

⑤災害対策事業について 

・「全老健災害相互支援プロジェクトＤＭＳＰ（Disaster Mutaal Support Project 

for Roken）のあり方や周知ついて検討する。運営基準に定められている業務継続

計画（ＢＣＰ）の作成を支援する。 

 

⑥会員支援事業 

施設で発生するリスク対応するために、団体保険制度として、 

「介護老人保健施設総合保障制度」「居宅介護事業者補償制度」「情報漏えい損害

補償制度」「ハラスメント賠償責任保険制度」を会員施設に勧奨する。 
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⑦老健施設未来ビジョンワークショップ 

・次世代の老健施設を管理するものを対象として、地域包括ケアシステムの発展に

寄与するために今後の老健施設で求められる機能等について、ワークショップ形式

にて議論する。 

 

⑧社会保障制度委員会 

・令和９年度介護報酬改定を踏まえて以下の活動を行う。 

・介護保険制度や老健施設に関連する最新情報の提供 

・介護保険制度等に関連する研修会等の企画・開催 

・介護報酬改定前後の老健施設の施設運営及び施設経営実態等の把握を目的とした

各種調査の実施 

・介護保険制度を含む社会保障制度に関するあり方の検討、根拠データの収集分析

その他、社会保障制度等に関連する問題点・課題、要望等について検討する。 
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連絡事項（２） 

ご当地ＲＯＫＥＮくん 長野県版利用推進のお願い 

全老健イメージキャラクターのＲＯＫＥＮくんが、全国ご当地キャラクター版が

完成して１年となります。会員施設でご利用をいただきたいと思いますので、ご検

討の程よろしくお願いいたします。 

活用方法については、添付資料③をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県は、アルプスに囲まれた自然豊かな県であります。 

里山登りやアルプス登山が盛んであることから、上記のイラストをイメージして

いただきました。 
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連絡事項（３） 

事務局移転時期について 

 

会長変更に伴い、事務局が下記の通り移転となります。 

電話工事ならび備品の引っ越し等の関係で、２０２６年４月３０日までに移転でき

るように準備を進めております。ご不便をおかけしますが、ご理解の程よろしくお

願いいたします。移転が完了次第、改めて会員施設様にご連絡をいたします。 

 

 

 

前事務局 

 

介護老人保健施設コスモス長野 

長野市小島田町３８０番地 介護老人保健施設コスモス長野内 

事務局長 山田 徳実 

事務局員 宮島 慎 

 

 

新事務局 

 

介護老人保健施設みぶの里 

長野県伊那市美篶５３２４番地１ 介護老人保健施設みぶの里内 

事務局長 木村 義雄 

事務局員 塩澤 美佳 

電話番号 ０２６５－９８－０７７３（移転完了後に使用可） 

ＦＡＸ  ０２６５－９８－０７７４（移転完了後に使用可） 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 調整中 

 

 

大変お世話になりました。会長変更に伴い事務局が移転となります。引き続き、

ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。 


